




































ニケーション上の問題を Corder,S. P. (1983: 16）は， r相互作用の中での話し手の不適切な言語










































































































ータとしたのは4グループ合計で 35分 18秒で， 1クゃルーフ。の文字化データの長さは平均8分 50
秒であった．また，各グ、ループの家庭訪問の全体の時間は 60分ほどであった．テープの文字起
こしは， DuBois, et al. (1993）をもとに，文字化規則をたてておこなった．
3以下に学習者と母語話者のクゃループ別内訳をあげる．
学習者 母語話者
グノレー プ 名前 滞日経験 名前 日本語教育経験
G1 TN なし SI 3年以上
LI なし
ON なし
G2 明TO なし TA妻 1年以上3年未満
cu 1濁間（ホー ムスティ） TA夫 なし
G3 LM 数回（家族旅行） TG なし
TW なし







類型 説明 例（Nは母語話者， Lは学習者）
開 明示型 明示的に開き返す ・モウイチドイツテクダサイ， ・スミマセン？
き




L: ンー （9sec) 
中日 あいづち型 相手だけが話し，学習 N：ニホンハネ ツーキンガナガイデショ：
手 聞 者はあいづちだけで聞 L: ンー




理 し L: アー








対 共感型 相手の発話への共感や ・ソウデスネ・ナルホドネ＠ワタシモ・・・トオモイてマ
す 驚きを表す ス・ホントデスカ・へー
る メ コメント型 相手の言ったことにつ N：シュジンハ Kニットメテイマス
いてコメントする L: アー Kデスカユーメイナカイシヤ
方 タ
取りたて型話題化 相手の発話に関連して L: ゴシュジンハーニホンジンデスカ













「聞き返し」回避の類型については， Ozaki(1989: 144-150）も分類をおこなっている. Ozaki 
接触場面におけるメタ言語的方略の有用性 105 
(1989）は， r聞き返LJ 回避として以下の7つを提示した. Changing （話題転換）， Self-hooking 
（会話参加者が話題について独立に話題を展開する）， Other-hooking （相手の直近の発話に反応す
る）， Passing （「いいですねえ」などのあいづちをうって，当面何も言うことがないことを示す），




















































































自分の訂正の試みにつ －混乱しているということは示し －特に何もしなかった． うなずいてい
いての意識 ていた るのでわかっていると思った
















相手の訂正の試みにつ －協力的だった 「そうで、すねJ とか γ驚きましたJ と
いての評価 か関心を示す言葉が欲しかった




























































83 L3 チューガッコーマデ、ハ ナンネングライペンキョーシテイマスカ＠ アー エーゴ
84N ェーゴデスカ エーゴハ モーサンネンイチチューガッコーイチネンカラ チ
ューガッコーサンネンマヂ ゼンインガ ペンキョーシマス
85 L3 タクサン ペンキョーシテイマスカーく＠〉
86N ェットーネー ダイタイ マイニチアルトオモイマスヨ ゲツヨーピカラドヨーピ
マデ ガッコーガアリマスケド＠ ウントー ソノナカデ［ヨジカンカゴジカン］
87L1 ［ヨジカンカゴジカン］
88N マイニチ イチジカングライズツ＠ アルトオモイマス＊ デモワタシノーく＠チ
ューガッコージダイハ ダイブムカシデスカラ イマカワッタカモシレマセンガ
＠〉 タブンイマデモ イッシューカンニ ヨジカングライ アルトオモイマス＊







例 2) あいづち型（グループ2 「主婦は暇な時，何をしますか」という問いに母語話者が答え
て）
70N1 イマハ ワタシハ シゴトヲシティテイソガシイデスケドー シゴトシティナカッ
タトキハ シュフノトキハネ ゴハンヲテイネイニツクリマシタネ
71 L1 アアーン コドモハ？
72N1 コドモハ ウチハイマセン＊ ダカラ：ジカンガタクサン アリマシタカラ ジャ
ムヲツク／レ
73 L1 ンー
74N1 トカネ＊ ジャムヲテヅクリ クッキーモジブンデックリマス＊ ソシテ ヤサイモ
ジブンデ ックリマス＊ チイサナハタケヲカリテ
75 L1 ンー
76N1 ダイコントカ ニンジントカ キューリトカジブンデックッテ ソシテ ジブンデ











































60L1 ァー ゼ、ンブ エーゴデヤリマシタカ？
61 N ハイ
62 L1 アーッ スッゴイ
63N ゼンブッテソノジュギョー＠
64L1 ノ、ィ
I I 2 世界の日本語教育
65N アー ウウン ソノジュギョーハ ソノエイゴノカンケーハ エーゴダケレドモ：



















































































例 1) 話題化（グループ2 ここの気候には慣れたかという学習者の質問に母語話者が答えて）
21 N アー ソウネ ソウネ アツイノハヤッパリ イヤネ＊ トクニサイキン コノ
キセツ アノー ニガツサンガットカ アツイデスヨネー ソレガー ツラカッタ
デスヨネ＊ デー ミナサンモ キイテラッシャルカモシレナイケド ニホンハ
シキガアッテハルナツ アキ フュ＊ ココハ アキ＠フユ＠モナイデスヨ
ネ チヨットハ スズシイカ スゴクアツイカノ チガイダケデスヨネ＊ マア
ソーユーノハ ナツカシイデスヨネ＊ シキハー：ヤッパリ アッタホーガ イイ
ナアトオモイマスヨネ＊
22 Ll ン－
23N セーカツノメントカデ コマツタコトハ ベツニナイデスネ＊ デ、パートガ イッ
パイ タカシマヤトカダイマルトカ ソゴートカ ニホンノデ、パートガイツノξイ
アルカラー タベモノハニホンノモノガテニハイルノデー ソーユーノハ フジ
ューシナイデス＊











































例 2) 複数の方略使用の例（グループ4 学習者の r休みにはいつも父，母とおしゃべりをし
ますJ という発話に母語話者が続けて）
45N オトーサントー オカーサン タイセツニシテクダサイネー：：
46 Ll ウン＠
47N ワタシハネモウネ アノー ハハハイナインデスネ
48 S1 ンン＠
49N ダカラトキドキ アノモウ テンゴクニ ワカリマス？《漢字を書く》
SOLl テンゴク？
51 N ニイッチャイマシタ＊
52 Ll ティエングオ［Fワー F]
53N ダカラ ハハト オシャベリシタイケド ココロノナカデオシャベリシテル＠
54 Ll オー：：アルエイガハ アノ ソノコドモノハハ
55 N オカーサン？
56 Ll オカーサン＊ ソウ オカーサン アー ナクナリマシタ：＊ソノコドモノハハ オ
カサンガ オモイダストキ
57N ウン




61 N ［ハー］ イイハナシデスネー
ここにあげた会話には学習者の複数の方略が使われている. 49Nの「天国」という発話がわ
からなかった学習者は， 50L1で聞き返し， 52Llで「わーJ という言葉を強く発音すること
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